
令和４年度 授業改善推進プラン  成果と課題  

 

 

                   目指す授業 

〇音楽を身近に感じ、多種多様な音楽に触れ、音楽体験を通して生徒の音楽の世界を豊かにする授業。 

〇音楽的な表現技術を習得・向上させ、生徒同士が高め合う授業。 

 

            

    授業・アンケート等の課題分析 

〇「他者の考えや思いを取り入れ、自分の考えを広げ深めることができている」、「「わかった」「でき

た」と感じる機会があり、分かりやすい」、「「学ぶ楽しさ」を感じる」」では、９０％の生徒が肯定的

であり、授業の際も前向きに取り組んでいる生徒が多く見られる。 

〇「授業のはじめの目標が示されている」、「板書や資料がわかりやすい」、「自分の考えを書いたり、

発表する機会が与えられたりしている」で、「当てはまる」と回答したのが半数近くおり、「どちら

かといえば当てはまる」と回答したものを合わせると８５％いるのに対して、否定的な回答が１５％

だったため、生徒によって感じ方が大きく異なっていることがわかる。 

〇「授業の最後に学習内容を振り返る場面がある」では、肯定的な回答が８０％いるものの、「どちら

かといえば当てはまる」の割合が一番多く、しっかりとした振り返りができていないことがわかる。 

 

成果と課題 

成果 

〇「自分の意見」→話し合い→「他の意見を聞いた後の自分の考え」の変化が感じられるようにワーク

シートの構成を工夫したことで、自分の考えを広げることができたと感じる生徒が増加した。 

〇年間指導計画を工夫し、臨機応変に学習内容を入れ替えたことで、安全対策を講じた上での歌唱活動

を実施できた。 

課題 

〇苦手意識がある生徒も前向きに取り組めるような授業展開と発問をすること。 

〇生徒が「できた」と達成感を感じる授業プランを工夫すること。 

〇振り返りの時間を単元ごとに確保することで学習の成果を確認できるようにすること。 

教科（ 音 楽 ）  学年（ １ 年 ） 



令和４年度 授業改善推進プラン  成果と課題  

 

 

                   目指す授業 

〇音楽を身近に感じ、多種多様な音楽に触れ、音楽体験を通して生徒の音楽の世界を豊かにする授業。 

〇音楽的な表現技術を習得・向上させ、生徒同士が高め合う授業。 

 

            

    授業・アンケート等の課題分析 

〇「授業の最後に学習内容を振り返る場面がある」では、２０％否定的な回答が見られ、しっかりと

した振り返りができていないことがわかる。 

〇「積極的に取り組んでいる」と９０％以上の生徒が肯定的に回答したのに対して、「「学ぶ楽しさ」

を感じる」は８５％にとどまっている。 

〇その他の質問項目では９０％以上肯定的に回答しているが、どの項目も「当てはまる」よりも「ど

ちらかといえば当てはまる」の割合が多い。 

 

成果と課題 

成果 

〇目的とその過程の活動の意義を丁寧に伝えたことによって、生徒が主体的に授業に取り組み、成長が

見られた。 

〇年間指導計画を工夫し、臨機応変に学習内容を入れ替えたことで、安全対策を講じた上での歌唱活動

を実施できた。 

課題 

〇生徒の音楽的な知識や能力に個人差があるため、どの生徒にとっても興味をもて、楽しさを感じられ

る授業の工夫をすること。 

〇常時活動の充実を図り、音楽的な知識や経験を増やすことで、生徒一人一人の自信を深め、より積極

的な姿勢を育成すること。 

〇生徒が「できた」と達成感を感じる授業プランを工夫すること。 

〇振り返りの時間を単元ごとに確保することで学習の成果を確認できるようにすること。 

教科（ 音 楽 ）  学年（ ２ 年 ） 



令和４年度 授業改善推進プラン  成果と課題  

 

 

                   目指す授業 

〇音楽を身近に感じ、多種多様な音楽に触れ、音楽体験を通して生徒の音楽の世界を豊かにする授業。 

〇音楽的な表現技術を習得・向上させ、生徒同士が高め合う授業。 

 

            

    授業・アンケート等の課題分析 

〇「自分の考えを書いたり、発表する機会が与えられている」、「授業の最後に学習内容を振り返る場

面がある」に１５％程度否定的に回答している。 

〇上記以外の項目は、９０％以上の生徒が肯定的な回答をしている。 

〇「板書や資料がわかりやすい」、「授業の最後に学習内容を振り返る場面がある」では、「当てはまる」

より「どちらかといえば当てはまる」という回答の方が多い。 

 

成果と課題 

成果 

〇合唱を中心として、生徒が考え、演奏を作り上げる活動を取り入れることで、多くの生徒が学ぶ楽し

さを感じることができた。 

〇幅広い音楽の種類を扱い、生徒にとって身近な楽曲を教材として使用することで、音楽の表現の豊か

さを実感し、卒業後も音楽に親しみたいと考える生徒が大多数を占めている。 

課題 

○生徒が意見を交換する時間や改めて考えを深める時間、またそれを発表する時間の確保を計画的に設

ける。 

〇生徒が「できた」と達成感を感じる授業プランを工夫すること。 

〇振り返りの時間を単元ごとに確保することで学習の成果を確認できるようにすること。 

 

教科（ 音 楽 ）  学年（ ３ 年 ） 


